
アフリカ人農業研究者の能力構
築を通じた国際社会における我
が国の顔の見える貢献。

アフリカ農業研究者能力構築事業

○アフリカにおける低地適合性アフリカ用稲の開発
○アフリカ牛の風土病ワクチンの開発
○地力維持のための間作用豆類の改良

アフリカで活躍する日本人研究者
の研究テーマ（例）

○現地の研究者

研究所に赴き
実地研修

現地の研究者○

我が国研究者の下に途上国研究者を招へいし、能
力を引き上げるためのオンザジョブ・トレーニングを
実施する。
実施期間：平成18年度～平成22年度

国際農業研究機関で
活躍する邦人研究者

国際農業研究機関
で活躍する邦人研
究者

現地の
研究者

現地の
研究者

○

○ 研究開発の成果のアフリカでの適応に
は、現地研究機関の人材育成が必要。

○ アフリカ農業研究を行っている我が国
研究者の下でアフリカ人若手研究者の
能力構築を行うことで、我が国研究者の
研究成果のアフリカでの着実な普及に
結びつける。

事業のねらい

○

●

●

○

事業内容

－ アフリカ人の若手研究者の能力構築 －

平成22年度概算決定額14百万円（19百万円）


